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甲第 148 号 
平成 31 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題  PMSMをボールねじと一体とした 
アクチュエータ駆動システムの高精度位置決めに関する研究 

































動機出力にして 10kW 相当で，かつ位置決め制御帯域が 4Hz である。 











 本論文は 5 章で全体を構成する。 




 第 2 章では，サーボ用途に供する電動機の駆動方法について検討を行った章である。ブラシ
レス DC モータと PMSM の違いについて述べたのちに，通電波形による効率・損失・トルク・
騒音特性の検証，結線の違いによる特性の検証，二重巻線モータによる冗長性の確保について，
それぞれ実験を行い検討した。 








































































 第 5章は結言であって、本研究によって得られた成果がまとめられている。。 
  
本研究で得られた成果は、以下にまとめられる。 
(1) 矩形波駆動ブラシレス DC モータドライブとして、最適な通電角 150 度通電であることを
明らかにし、巻線方式によっても性能が異なることを明らかにした。 
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甲第 149 号 
平成 31 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題 ホール型電気集塵装置における再飛散抑制と高効率化に関する研究 
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第 3章では，ホール型 ESP 内部の粒子挙動解析を目的とし，粒子可視化システムを用いてホ
ール型 ESP 内部の粒子挙動を可視化した。ここでは，ホールに粒子が流入する様子の確認を


































第 1章では，序論として研究背景および ESPの原理，再飛散現象について述べた。 
第 2章では，シミュレーションを用いたホール型 ESPの性能評価を目的とし，ホール型 ESP
のモデルにおける電界解析，流体解析，粒子挙動解析を行った。電界解析では，従来型 ESPと
ホール型 ESP の電界強度を比較し，ホール型 ESP のエッジ効果による電界強度の増加につい
て述べた。 





























学 位 の 種 類  






甲第 150 号 
平成 31 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第２項該当 



















要不可欠な回路である．DSP システムの速度と機能の向上に伴い，DSP に関連する ADC の速度
と分解能も向上する必要があり，これが前例のない課題をもたらした．低電源電圧で動作でき，
高信号対雑音及び歪み比（SNDR：Signal-to-Noise and Distortion Ratio）を持つ AD変換器
（ADC）は，無線センサー・ネットワーク，民生機器および産業用アプリケーションの分野に
おけてミックスド・シグナル・システムオンチップ（SoC）において広く使用されている．近










役割を果たす ADC 回路が幅広く利用される．半導体製造プロセス微細化に伴い，CMOS ADC 電
源電圧低下が余儀なくされ，信号ダイナミック・レンジが制限される．製造バラツキによる素




ズシェーピング手法で高精度 AD 変換を実現する ΔΣAD 変調方式を採用する．高精度アナロ
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甲第 151 号 
平成 31 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第２項該当 
学位論文主題  小石川後楽園得仁堂の建設とその後の変遷に関する研究 
― 史料および建造物調査による検証 ― 
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学位規則第４条第２項該当 
学位論文主題 混合微粒子注入材の浸透注入による地盤改良技術に関する研究 
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Study on fast spectrum reactor core concept to prevent recriticality 
during CDA 
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論文審査結果の要旨 
本研究は、炉心崩壊事故時の再臨界を回避する高速スペクトル炉心について、健全時
炉心形状の工夫や、溶融後のプール形状・組成の工夫という二つのアプローチで検討し
ている。高速炉は本来の特性として最大反応度体系になく、炉心崩壊・燃料凝集時に正
の反応度が投入される性質を有するが、本研究では、崩壊に伴うバックリング変化着目
し、その反応度効果を有効に設計に取り入れた高速炉炉心概念を提案しており、独創性
のある研究と認められる。 
従来研究が前提としていた炉心領域外への燃料排出を行うことなく、崩壊に伴う炉心形
状の変化による中性子漏れの増大効果で炉心崩壊時の臨界性を低下させるアイデアは革
新的で工学的意義がある。能動的機構に因らない、炉心固有の特性で安全性を追求した研
究である。最終的には、「健全時炉心形状」を工夫して幾何学バックリングBg2を小さく
した方策（上下凸型炉心）よりも、「溶融後のプール形状・組成」を工夫しプールの幾
何学バックリングBg2を大きく、もしくは材料バックリングBM2を大きくする方策（径方
向ブランケット下部削除＋炉心下部中性子吸収体設置炉心）の効果が大きいことが示さ
れたが、異なる二つのアプローチを持ち、各々の効果を定量的に評価した本研究は、高
速炉の炉物理的考察を深め、今後の実用化を目指す高速炉の工学的対策の多様性を広げ
る工学的意義がある。 
 
炉心崩壊の進展は短い時間の間に、様々な原理に基づく多数の現象が進行するためそ
の評価は複雑である。崩壊後の炉心には上部ブランケットが落下し一時的に正の反応度
を与えることも考えられるが、本研究ではそうした知見を踏まえ、保守的な条件の下で
検討が行われている。健全時やULOF時の除熱についてはRELAPを用いた解析が行われ
ているが、崩壊後炉心の崩壊熱除去も重要な視点であり、その冷却性を考えることも重
要である。 
 
炉心崩壊時の挙動を把握する上では、炉心を構成する燃料・材料の物性や状態変化の
メカニズムを把握する必要があり、提案された炉心概念の工学的成立性を確認する上で
は、燃料材料、プラント設計や安全解析といった各分野の視点の評価が必要となる。商
業炉の炉心燃料として、構成要素の種類を増やしたり、構成を複雑にすることは極力避
けるべきだが、提案された炉心概念は原理や構成が従来概念に比べて単純である。 
 
「健全時炉心形状」の工夫よりも、「溶融後のプール形状・組成」の工夫が有効との結
果が得られ、これは国内外の研究機関が進める高速炉開発の方向性と一致した結果となっ
ているが、本研究では溶融燃料を炉心外へ排除することなく未臨界を達しうることを示し
た点に独創性がある。材料バックリング BM2を大きくする方策（炉心下部中性子吸収体設
置炉心）はその対象領域を内側炉心のみに限定しなければさらに異なる炉心概念にもつな
がる発展性がある。 
 
